
訪  問  先　　 目  的

○  青  島  総  領  事  館  開  設  記  念  式  典  出  席

○  B M E N A （ 拡  大  中  東 ・ 北  ア  フ  リ  カ ） 構  想  「 未  来  の  

　  た  め  の  フ ォ  ー  ラ ム 」 第  6 回  閣  僚  級  会  合  出  席

11 / 29 ～ 12 / 2 ジ ュ ネ ー ブ ○  W T O （ 世 界 貿 易 機 関 ） 第  7 回  閣  僚  会  議

12 / 19 ～ 23 バ グ ダ ッ ド （ イ ラ ク ）、 ア ン マ ン （ ヨ ル ダ ン ） ○  第  2 回 日 イ 経 済 フ ォ  ー  ラ ム  出  席  な  ど

1 / 24 ～ 27 モ ン ト リ オ ー ル ○  ハ  イ  チ  に  関  す  る  閣  僚  級  会  合  出  席

2 / 5 ～ 8 ミ ュ ン ヘ ン ○  第 4 6 回  ミ  ュ  ン  ヘ  ン  安  全  保  障  会  議  出  席

2 / 10 ～ 11 グ ア ム ○  ア  ン  ダ  ー  セ  ン  空  軍  基  地  な  ど  視  察

3 / 28 ～ 29 ソ ウ ル ○  日 韓  E P A 交  渉  再  開  を  打  診

3 / 30 ～ 4 / 2 カ ン ク ン （ メ キ シ コ ） ○  第 1 2 回  I E F （ 国  際  エ  ネ  ル  ギ  ー  フ  ォ  ー  ラ  ム  ）  閣  僚  級  会  合  出  席

カ ラ カ ス （ ベ ネ ズ エ ラ ） 、 セ ン ト ル シ ア

（ セ ン ト ル シ ア ） 、 キ ン グ ス ト ン （ ジ ャ マ イ カ ）

パ ナ マ シ テ ィ （ パ ナ マ ） 、 サ ン サ ル バ  ド ル

（ エ ル サ ル バ  ド ル ） 、 サ ン ホ セ （ コ ス タ リ カ ）

5 / 26 ～ 29 パ  リ ○ 第  4 9 回  O E C D （ 経  済  協  力  開  発  機  構 ） 閣  僚  理  事  会  出  席

7 / 13 ～ 19 ワ シ ン ト ン 、 ニ ュ ー  ヨ  ー  ク ○ 米  政  府  ・  国  際  機  関  関  係  者  ら  と  の  意  見  交  換

7 / 28 ～ 29 ソ ウ ル ○  日 韓  E P A 交  渉  再  開  に  向  け  た  意  見  交  換

イ ス ラ エ ル 、 パ  レ ス チ ナ 自 治 政 府 、 ヨ ル ダ ン ○  中  東  和  平  に  関  す  る  意  見  交  換  な  ど

エ ジ プ  ト 、 ロ シ ア ○  日  露  関  係  に  関  す  る  意  見  交  換  な  ど

4 / 29 ～ 5 / 10H 22

8 / 28 ～ 9 / 4

○  各  国  政  府  要  人  と  の  会  談  ・  意  見  交  換

○  コ  ス  タ   リ  カ  大  統  領  就  任  式  典  出  席  な  ど

外  務  副  大  臣  就  任  後  の  海  外  訪  問  先

10 / 31 ～ 11 / 5 青 島 、マ ラ ケ シ ュ （ モ ロ ッ コ ）

H 21

時  期

鳩
山
、
菅
両
内
閣
で
一
年
に

わ
た
り
、
外
務
副
大
臣
と
し
て

岡
田
克
也
外
務
大
臣
を
補
佐
す

る
一
方
、
担
当
地
域
の
北
米
、

欧
州
、
中
南
米
、
中
東
の
十
九

カ
国
・
一
地
域
を
訪
問
（
【
表
】
）
。

日
米
同
盟
や
中
東
和
平
交
渉

な
ど
の
安
全
保
障
に
加
え
、
関

税
な
ど
の
貿
易
障
壁
を
下
げ
る

自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
、

人
や
サ
ー
ビ
ス
の
流
入
を
円
滑

化
す
る
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
の
進
展
・
拡
大
、
さ
ら
に

日
本
語
教
育
の
海
外
普
及
・
進

展
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
経
済
外
交
で
は
大
き
な

進
展
が
あ
り
、
日
韓
Ｅ
Ｐ
Ａ
交

渉
再
開
を
前
に
局
長
級
の
事
前

協
議
が
九
月
十
六
日
、
都
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
六

年
以
降
中
断
し
て
い
た
韓
国
と

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
事
前
協
議
に
こ
ぎ
着
け
た
の

は
、
二
度
ソ
ウ
ル
へ
足
を
運
び

粘
り
強
く
交
渉
し
た
成
果
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
九
日
に
は
イ
ン
ド
と

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
が
大
筋
で
合
意
。

日
本
が
輸
出
す
る
自
動
車
部
品

や
鉄
鋼
製
品
、
金
属
加
工
機
械

な
ど
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
ほ

か
、
盆
栽
や
イ
チ
ゴ
な
ど
も
無

税
と
な
り
ま
す
。
コ
メ
や
麦
、

牛
肉
な
ど
は
関
税
撤
廃
の
対
象

か
ら
除
外
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
日
本
が
発
効
し
て

い
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
平
成
十
四
年
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
皮
切
り
に
メ

キ
シ
コ
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
十
一
件
に
の
ぼ
り
来
年

発
効
予
定
の
イ
ン
ド
は
十
二
件

目
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
政
府
は
六
月
に
閣
議

決
定
し
た
「
新
成
長
戦
略
」
で

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
」

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
の
構
築
を
掲

げ
て
お
り
、
日
韓
・
日
印
の
Ｅ

Ｐ
Ａ
交
渉
再
開
・
推
進
を
そ
の

布
石
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
め
ぐ
り

切
り
開
い
た
日
韓
交
渉
再
開
へ

の
道
筋
は
も
ち
ろ
ん
、
日
印
の

合
意
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
構
築
に

弾
み
を
つ
け
る
こ
と
に
も
な
る

で
し
ょ
う
。

ま
た
、
人
道
支
援
に
も
取
り

組
み
、
一
月
に
訪
問
し
た
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
で
は
、
ハ
イ
チ
大

地
震
の
復
興
支
援
に
七
千
万
ド

ル
の
資
金
援
助
と
自
衛
隊
派
遣

を
行
う
と
い
う
日
本
政
府
の
意

向
を
表
明
。

八
月
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
の
首
都

ア
ン
マ
ン
で
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ

難
民
救
済
事
業
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ

Ｗ
Ａ
）
の
事
務
局
長
と
六
億
円

の
無
償
資
金
協
力
（
食
糧
援
助
）

に
関
す
る
書
簡
を
交
換
し
ま
し

た
。
日
本
が
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
を
通

じ
て
食
糧
援
助
す
る
こ
と
で
、

二
十
七
万
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
難

民
が
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。日

本
企
業
の
海
外
受
注
を
支

援
す
る
た
め
、
在
外
公
館
の
見

直
し
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
①
外
交
官
百
人

を
ブ
ラ
ジ
ル
や
イ
ン
ド
な
ど
の

新
興
国
に
配
置
転
換
す
る
②
在

外
公
館
に
「
イ
ン
フ
ラ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
専
門
官
」
を
配
置
し

新
幹
線
や
原
発
な
ど
の
売
り
込

み
を
一
元
化
す
る
③
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
Ｊ

Ｆ
（
国
際
交
流
基
金
）
な
ど
の

海
外
出
先
機
関
と
統
合
を
視
野

に
連
携
す
る
―
―
こ
と
な
ど
で

す
。こ

う
し
た
在
外
公
館
の
拠
点

性
を
高
め
る
こ
と
も
新
成
長
戦

略
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
外
交
で
は
Ｊ
Ｆ

の
全
二
十
三
カ
所
の
海
外
拠
点

を
活
用
し
て
日
本
語
教
育
の
充

実
を
図
る
べ
く
、
取
り
組
み
ま

し
た
。
さ
ら
に
海
外
の
大
学
で

の
日
本
語
学
科
創
設
の
働
き
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
語
学
習
人
口
は
現
在
、

約
三
百
八
十
万
人
に
の
ぼ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
日
本
語
教
育
の

拡
充
は
、
日
本
文
化
の
普
及
は

も
ち
ろ
ん
、

経
済
へ
の
波

及
も
期
待
で

き
ま
す
。
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号 外

成
長
戦
略
と
財
政
再
建
は

車
の
両
輪
！

連絡先

民主党
埼玉県第１区総支部

〒３３０－００７４
さいたま市浦和区北浦和
３-６-１１松本ﾋﾞﾙ2F
電話０４８－８３２－３８１０
FAX０４８－８３２－３８４６

【
外
務
副
大
臣
の
足
跡
】

十
九
カ
国
で
平
和
・
経
済
外
交
！

日
韓
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
再
開
に
道
筋

民主党プレス民主編集部
東京都千代田区永田町1-11-1
電話 03-3595-9988 （代表）

民主党埼玉県連広報局
さいたま市浦和区高砂3-6-16
電話 048-833-3500
FAX 048-833-3503
URL http：//minshu.org
E-mail info@minshu.org



７ つ の 戦 略 分 野 と ２ １ の 国 家 戦 略 プ ロ ジ ェ ク ト

グ リ ー ン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン ラ イ フ ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン

ア ジ ア 観 光 ・ 地 域

科 学 ・ 技 術 ・ 情 報 通 信 雇 用 ・ 人 材

ラ イ フ ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン （ 健 康 ）

ア ジ ア

５ ０ 兆 円

５ ０ 兆 円

１ ４ ０ 万 人

２ ８ ４ 万 人

１ ２ 兆 円 １ ９ 万 人

５ ６ 万 人

金 融

成 長 の 実 現 に 向 け 、 金 融 の 果 た す べ き 役 割 を 重 視 し 新 た に 戦 略 分 野 に 位 置 づ け

新 た な 需 要 と 雇 用 の 創 造

分 野 需 要 創 造 雇 用 創 造

*「第 1回 新 成 長 戦 略 実 現 会 議 」参 考 資 料 よ り 作 成

グ リ ー ン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン （ 環 境 ）

観 光 １ １ 兆 円

六
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
新

成
長
戦
略
」
は
需
給
の
好
循
環

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
、
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の

平
均
で
名
目
成
長
率
三
％
、
実

質
成
長
率
二
％
を
上
回
る
こ
と
、

二
十
三
年
度
中
に
消
費
者
物
価

上
昇
率
を
プ
ラ
ス
に
転
換
す
る

こ
と
、
失
業
率
を
三
％
台
に
抑

え
る
こ
と
が
柱
で
す
。

具
体
的
に
は
①
グ
リ
ー
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
②
ラ
イ
フ
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
医
療
・
介
護
）

③
ア
ジ
ア
（
イ
ン
フ
ラ
輸
出
な

ど
）
④
観
光
・
地
域
⑤
科
学
・

技
術
・
情
報
通
信
⑥
雇
用
・
人

材
⑦
金
融
―
―
の
七
分
野
に
つ

い
て
二
十
一
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
実

施
、
三
十
二
年
度
ま
で
に
成
果

目
標
を
実
現
し
ま
す
（
【
図
】
）
。

①
で
は
来
年
度
ま
で
に
事
業

用
の
太
陽
光
発
電
な
ど
に
よ
る

余
剰
電
力
を
一
ｋ
ｗ
ｈ
当
た
り

十
五
～
二
十
円
で
全
量
買
い
取

る
制
度
を
導
入
し
、
十
兆
円
規

模
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

場
を
創
出
し
ま
す
。

ま
た
、
木
材
自
給
率
を
五
〇

％
に
引
き
上
げ
る
た
め
今
年
度

中
に
「
木
材
利
用
促
進
法
」
を

制
定
す
る
ほ
か
、
間
伐
事
業

や
林
道
整

備
を
補

助
す
る

「
森
林
管
理
・
環
境
保
全
直

接
支
払
制
度
」
の
来
年
度
実

施
を
目
指
し
ま
す
。

②
で
は
日
本
の
高
い
医
療

技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
か
し

海
外
か
ら
の
受
診
者
を
呼
び

込
む
た
め

、
今
年

度
中
に

「
医
療
滞
在
ビ
ザ
」
を
新
設

し
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

実
施
す
る
方
針
で
す
。

③
で
は
鉄
道
や
原
発
な
ど

の
輸
出
で
十
九
・
七
兆
円
、

ア
ニ
メ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
輸
出
で
一
兆
円
の
市
場

を
開
拓
。
さ
ら
に
法
人
税
率

の
引
き
下
げ
で
外
資
系
企
業

を
誘
致
し
二
百
万
人
の
雇
用

を
創
出
し
ま
す
。

④
で
は
中
古
住
宅･

リ
フ
ォ
ー

ム
市
場
を
拡
大
す
る
た
め
、
年

度
内
に
建
築
基
準
法
を
見
直
し

来
年
度
に
「
中
古
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー

ム
市
場
ト
ー
タ
ル
・
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。
市
場
規
模
を
二
十
兆

円
に
拡
大
し
ま
す
。

⑤
で
は
特
定
分
野
で
世
界
五

十
位
以
内
に
入
る
研
究
・
教
育

拠
点
を
百
カ
所
以
上
設
け
、
研

究
開
発
投
資
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
四

％
以
上
伸
ば
し
ま
す
。

⑥
で
は
待
機
児
童
を
解
消
す

る
た
め
、
来
年
度
に
幼
稚
園
教

育
要
領
と
保
育
所
保
育
方
針
を

一
本
化
し
「
こ
ど
も
指
針
」
を

策
定
し
た
う
え
で
、
平
成
二
十

五
年
度
か
ら
指
針
に
基
づ
き
幼

児
教
育
と
保
育
を
行
う
「
こ
ど

も
園
」
を
創
設
。

⑦
で
は
ア
ジ
ア
金
融
市
場
の

中
心
を
東
京
が
担
う
よ
う
、
特

に
プ
ロ
向
け
の
債
券
市
場
を
今

年
度
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
た
め
政
府
は
九
月
九

日
、
菅
直
人
総
理
を
議
長
と
す

る
「
新
成
長
戦
略
実
現
会
議
」

の
初
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
会
合
で
は
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
関
係
大
臣

会
合
」
も
開
催
。
総
務
、
外
務
、

財
務
、
経
済
産
業
、
国
土
交
通
、

環
境
、
国
家
戦
略
担
当
の
各
大

臣
が
出
席
し
、
ア
ジ
ア
の
イ
ン

フ
ラ
需
要
増
を
視
野
に
日
本
企

業
の
受
注
支
援
策
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。
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【
新
成
長
戦
略
】

五
百
万
人
の
雇
用
創
出
！

新
成
長
戦
略
実
現
会
議
も
開
催

浅野目 義英（県議・浦和区）

昭和３３年生まれ
民主党・無所属の会

警察危機管理委員会

公社事業対策特別委員会

高野 秀樹（市議・岩槻区）
昭和３５年生まれ
民主党・無所属の会さいたま市議団

文教委員会 委員長
予算委員会

神崎 功（市議・緑区）

昭和３０年生まれ
民主党・無所属の会さいたま市議団団長

民主党埼玉県連 副代表

市民生活委員会

三神 尊志（市議・見沼区）

昭和５５年生まれ
民主党・無所属の会さいたま市議団

市民生活委員会

原田 健太（市議・浦和区）
昭和４２年生まれ

民主党・無所属の会さいたま市議団

まちづくり委員会

武田 和浩（見沼区）

さいたま市議会議員公認決定者
昭和36年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

松岡 耕一（緑区）

埼玉県議会議員公認決定者
昭和51年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

衆議院議員たけまさ公一 ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ
●昭和３６年(１９６１年)生まれ。
●さいたま市立木崎小、木崎中、県立浦和高校、
慶応義塾大学法学部政治学科卒業。
平成元年、松下政経塾卒業。

●平成１１年４月、埼玉県議会議員２期目当選。

●平成２１年８月３０日、衆議院議員4期目当選。
●鳩山内閣外務副大臣、第一次菅内閣外務副大臣

民主党埼玉県第１区

選出地方議員並びに

公認候補者紹介
井上 將勝（見沼区）

埼玉県議会議員公認決定者
昭和54年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

小柳 嘉文（浦和区）

さいたま市議会議員公認決定者
昭和40年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

末廣 慎二（岩槻区）
さいたま市議会議員公認決定者

昭和55年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事


